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1．はじめに

筆者らは先に、魚類の生息環境を保全するために、河川における魚類の生息可能性およびストレス因子の影響

を調べるライフサイクルリスクアセスメント(LCRA)1,2)を提案した。本研究では、埼玉県元荒川に生息するムサ

シトミヨに LCRA を適用し、その生息条件および主要なストレス因子について検討した。

２．ライフサイクルリスクアセスメント(LCRA)１）

LCRAでは、魚類のライフステージをストレス因子に対する影響の度合いが大きく異なると考えられる稚魚期、

成魚期、産卵期の 3 つに大別し、いずれのライフステージにおいてもストレス因子がある閾値以上で存在しなけ

れば生息可能、その他を生息不可能と判断する。表１に考慮した８つのストレス因子および閾値を示す。
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３．LCRA の適用結果および考察

現地調査が実施されている６地点を評価地点として、生息調査結果３）と LCRA 結果を比較した。その結果、4

地点で両者は一致し、概ね LCRA によりムサシトミヨの生息状況を予測することができた。なお、一致しなかっ

た２地点では、いずれも LCRA の予測は生息可能であるが、ムサシトミヨの生息は確認されていない。このこと

は 8 つのストレス因子以外に新たな因子が存在する可能性を示唆している。今後はこのストレス因子も含めて

LCRA の精緻化について検討する必要がある。

４．まとめ

LCRA をムサシトミヨに適用した結果、LCRA は実際の生息状況を概ね予測することができた。今後は新たな

ストレス因子の同定を含めて予測精度の向上と保護方法について検討する予定である。
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表１ ストレス因子の閾値（ムサシトミヨ）


